























た (前田, 1995)｡ そのため, 一般医療と比較し,
精神医療領域でインフォームド・コンセントの概念
が論じられるようになるまでには時間がかかってい
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The concept of informed consent is now widely understood by not only health care professionals, but
also the general public. Therefore, clinical psychologists recognized as professionals who engage in inter-
personal communication and human support must have a thorough knowledge of the code of professional
ethics surrounding informed consent. In clinical psychology, informed consent has become an essential
component of practice. This paper outlines the purpose, content, and process of informed consent along
with the roles of both practitioner and subject in these cases. The implementation of informed consent in
the field of clinical psychology is examined.























東京地裁平成 7年 6月 22 日判決, 判例時報, 1996,














れる｡ 第 1は医師からの情報が開示されること, 第
2 に, 自発的な選択ができるような環境でなされる
こと, 第 3に, 患者に治療を受けるかどうかを判断
する能力が備わっていることである (北村・北村・




組んでいくことを目的とする (中島, 1995a)｡ 医
師と患者との間に存在する情報の差を可能な限り縮













治療方針, 治療内容 (投薬内容など), 予測される
死亡や身体障害のリスク, 見通し (予後), 検査や
治療行為に伴って生じる生活上の変化, 治療のため
に利用可能な各種の保健福祉サービスについての情











いて (費用と支払い方法など), 時間について (時
間帯・相談時間, 場所, 機関など), 心理臨床家の
訓練などについて (心理臨床家の訓練, 経験, 資格,
職種, 理論的立場など), 質問・苦情などについて
(カウンセリングはいつでも中止することができる
ことなど), その他, の 7点を挙げている｡





























































































理綱領第 3条の 1は ｢その行為が人々の生活に大き











































でもある (小川, 2010)｡ また, インフォームド・
コンセントの本質を考えると, 同意能力に欠ける場
合であっても, 自律した主体との関係を結ぶことを


























解, 納得, 同意, 選択の 2段階に分けられる (志自
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されている (米倉, 1996)｡ 一方, 心理査定は一期
一会の出会いであり, イベントモデルの立場に立つ
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